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東
久
留
市
在
住
と
市
内
勤
務
の
明
治

大
学
校
友

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
頂
き
東
久
留
米
地
域
支
部
総
会
も
お

か
げ
さ
ま
で
七
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
度
の
明
治

大
学
校
友
会
東
久
留
米
地
域
支
部
の
定

時
総
会
と
懇
親
会
を
来
た
る
五
月
二
十

一
日

（日
）
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
昨
年

に
引
続
き
成
美
教
育
文
化
会
館

の
三
階

大
研
修
室
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
年
に

一

度
。
市
内
の
校
友
が

一
堂
に
集
い
世
代
を

超
え
た
交
流
と
親
陸
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

初
め
て
の
お
方
も
参
加
さ
れ
て
楽
し
い

ひ
と
時
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
平
成
二
十
九
年
唐
束
久
留
米
地
競
女
部

定
時
需
会
・理
観
套
Ｑ
Ｔし案
内

日
時
　
五
月
二
十

一
日

（日
）
午
後

一
時
受
付

午
後

一
時
半
よ
り
四
時
半
ま
で

場
所
　
成
美
教
育
文
化
会
館
三
階
大
研
修
室

東
久
留
米
市
東
本
町
８
の
１
４

８
０
４
２

・
４
７
１

・
６
６
０
０

①

総
会
次
第

（午
後

一
時
半
か
ら
二
時
半
）

。
開
会
の
辞

・
支
部
長
挨
拶

・
来
賓
紹
介

。
議
長
選
出

　

「議
事
」
報
告
事
項

・
２
８
年

度
事
業
報
告

・
審
議
事
項

。
２
８
年
度
決
算

報
告

・
会
計
監
査
報
告

・
役
員
改
選

・
２
９

年
度
事
業
計
画

（案
）
収
支
予
算

（案
）
そ

の
他

・
質
疑
応
答

・
来
賓
挨
拶

・
閉
会
の
辞

②

懇
親
会

（午
後
三
時
か
ら
四
時
半
）

・
落
語

（立
川
志
獅
丸
師
匠
）

。
開
会
の
辞

・
幹
事
長
挨
拶

。
来
賓
挨
拶

・
乾
杯

・
歓
談

・
校
歌
斉
唱

・
万
歳
三
唱

閉
会
の
辞

。
（懇
親
会
費
三
千
円
）

０
ご
出
席
の
ご
返
事
は
当
支
部
か
ら
の
案
内

状
に
同
封
の
返
信
は
が
き
に
氏
名
な
ど
記
入

の
上
、
期
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。
欠
席

の
場
合
で
も
ご
返
事
を
お
忘
れ
な
く
。

会
場
の
成
美
教
育
文
化

会
館

へ
は
東
久
留
米
駅

北
日
よ
り
清
瀬
方
面

へ

線
路
に
沿

っ
て
徒
歩
約

４
分
。
三
階
大
研
修
室

●
僚
烹
各
位
に
お
願
い

地
域
女
部
の
運
営
に
ご
協
殉
く
だ
と
い

平
成
二
十
九
度
は
役
員
の
改
選
年
と
な
り
ま
す
。

皆
様
に
は
積
極
的
に
会
の
運
営
に
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
役
員
の
主
な
業
務

は
月

一
回
の
役
員
会

（お
も
に
第
二
土
曜
日
の
午

前
中
開
催
）
地
域
支
部
の
運
営

・
各
事
業
部
の
企

画

。
実
施
。
本
部

・
支
部
の
折
衝
な
ど
で
す
。

●
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
同
封
ハ
ガ
キ
に

運
営
に
参
加
と
表
示
願
い
ま
す
。

《
平
成
二
十
九
年
度
の
役
員
候
補
》
二
月
末
現
在

永
倉
聡

一

（昭
２
６

・
工
）
　
　
本
町

小
関
裕
弘

（昭
３
２

・
政
経
）
　

小
山

夏
目
　
忠

（昭
３
２

・
商
）
　
　
滝
山

宮
下
礼
子

（昭
３
５

ｏ
短
経
）
　

幸
町

倉
田
易
生

（昭
３
７
・
法
）
　

学
園
町

江
波
洋
子

（昭
３
７
・
短
経
）

氷
川
台

義
江
邦
夫

（昭
３
９

・
商
）
　
　
小
山

峯
岸
文
男

（昭
４
６

・
院
農
）

中
央
町

伊
藤
謙

一

（昭
４
６

・
経
営
）
　

本
町

松
江
康
司

（昭
４
９

・
法
）
　
　
南
沢

長
谷
川
正
次

（昭
５
１

・
商
）
　

小
山

島
津
進

一

（昭
５
５

・
工
）
　

金
山
町

橘
　
素
子

（昭
５
７

・
法
）
　

中
央
町

並
木
文
子

（昭
５
７

・
商
）
　

単削
沢

大
原
康
雄

（昭
６
１

・
政
経
）
浅
間
町

営
麻

一
哉

（昭
６
１

・
工
）

幸
町

川
島
英
明

（昭
６
３

・
政
経
）
小
山

（卒
業
年
順

・
町
名
は
在
住
場
所
）

当
地
域
女
部
定
時
縮
会
へ
の
白
話
い

義
江
邦
夫

母
校
の
明
治
大
学
は
少
子
化
の
時
代
と
な
り
ま

し
て
も
志
願
者
は
今
年
も
十

一
万
人
を
超
え
、
社

会
の
期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。
校
友
会
東
久

留
米
地
域
支
部
も
立
ち
上
げ
て
七
年
目
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
偏
に
会
員
の
皆
様

の
熱
意
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
の

一
環
と
し
て
昨
年
は
明
大
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
演
奏
会
を
ま
ろ
に
え
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
大
変
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
春
秋
二
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
散

策
会
は
今
で
は
定
例
と
な
り
ま
し
た
し
、
そ
の
他

女
子
部
に
よ
る
お
茶
会
。
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業

へ
の
参
加
な
ど
会
と
し
て
の
活
動
の
輪
を

一
歩

一
歩
拡
げ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
五
月
二
十

一
日

（日
）
に
成
美
教
育
文
化
会
館
で
和
や
か
に
愉
し

く
を
モ
ッ
ト
ー
に
定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
先
ず
は
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
様
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「昨
年
の
緯
奔
ス
ナ
ッ
プ
」

●
怒
親
谷
で
乾
杯
ｒ
　
　
ｅ
恙
獅
た
節
正
の
一
【

●
エ
ー
ル
の
英
換
　
　
　
ｏ
お
お
！
明
治
の
各
唱

平成Z9年度の定時綿会 l占
5R2,日 (日 )開催し書す
占占『口日治をご…緒に・,

手
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０
東
久
四
米
地
競
女
部
主
催

昭
浩
大
学
マ
ン
ド
町
ン
倶
業
部
Ｏ
Ｂ
会

メ
モ
町
７
Ｌ
オ
ト
ケ
ス
ト
巧
演
苓
会

，
０
同
Ｚ
日

・
書
う
に
え
ホ
ー
ル

Ｚ
時
間
の
機
演
′

絞
蕉
こ
憲
腺

・
京
Ａ
畑
Ａ
の
曽
と
き
こ

古
賀
メ
ロ
手
Ｔ
Ｉ
を
塩
催

明
治
大
学
校
友
会
東
久
留
米
地
域
支
部
主
催

の
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
で
編
成

さ
れ
た
メ
モ
リ
ア
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
マ

ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
秋
日
和
の
１
０
月
２

日
東
久
留
米
ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
校
友
と
そ
の
家
族

・
友
人
や
市

内
の
マ
ン
ド
リ
ン
愛
好
家
な
ど
約

二
百
五
十
名

が
参
加
し
、
日
曜
日
の

一
時
を
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ツ
ク
で
聴
く
マ
ン
ド
リ
ン
サ
ウ
ン
ド
と
昭
和
歌

謡
の
偉
人
不
減
の
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
た

っ
ぷ

り
と
二
時
間
に
わ
た
り
堪
能
し
ま
し
た
。

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

メ
モ
リ
ア
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

０
今
回
の
演
奏
会
は
当
地
域
支
部
の
平
成

二
十
八
年

度
の
新
規
事
業
の

一
つ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

市
内
中
学
校
の
音
楽
部

へ
招
待
券
の
配
布
、
市
当
局
と

の
折
衝
な
ど
地
域
社
会
と
の
繁
が
り
を
高
め
ま
し
た
。

当
日
は
祝
辞
を
頂
い
た
並
木
東
久
留
米
市
長
を
は
じ

め
市
の
関
係
者
が
多
数
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
母
校

明
治
大
学
か
ら
は
鈴
木
利
大
理
事

（学
務
担
当
常
勤
理

事
）
に
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
明
治
大
学
校
友
会
西
山

多
摩
支
部
長
を
始
め
村
山

・
小
平

‘
清
瀬

。
西
東
京

各
地
域
支
部
長
も
参
加
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
会
を
主
催
す
る
に

あ
た
り
当
支
郡
の
義
江
地
域
支

部
長
を
始
め
役
員
の
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
峯
岸
役
員
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
カ
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

（写
真
左
か
ら
鈴
木
明
大
理
事

並
木
市
長

。
義
江
支
部
長
）

（
写
真
右
は
玉
置
指
揮
者

へ
花
束
贈
呈
の
橘
役
員
）

「聰
暴
の
曽
韓
の
感
線
」
。

●
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
は
初
め
て
で
音
色
に
癒
さ
れ
た
。

若
い
人
に
も
楽
し
め
る
曲
を
も
う
少
し
。
●
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
感
動
し
ま
し
た
。
感
謝
感
謝
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
●
毎
日
の
生
活
に
潤
い
と
勇
気

が
出
た
。
ど
の
曲
も
懐
か
し
く
涙
が
出
た
。
ま
た
の
公

演
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
毎
年
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

●
豊
富
な
内
容
な
の
に
空
席
が
あ
っ
た
の
は
残
念
。
勧

誘

・
Ｐ
Ｒ
不
足
か
今
度
は
私
も
協
力
し
た
い
。
●
青
春

が
戻
っ
て
き
た
。
ア
コ
ー
デ
オ
ン
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
す

ご
か

っ
た
。

●
古
賀
先
生

の
曲
は
本
当

に
素
晴
ら
し

い
。
構
成
が

上
手
、
編
成

も
良
い
。
キ
開

演
時
間
を
も

っ
と
早
く
。

●
ド
ム
ラ
ン

が
綺
麗
な
素

晴
ら
し
い
音

色
で
し
た
。

曲
目
が
豊
富
。
第
二
部
の
影
を
慕
い
て
が
感
動
。
●
マ

ン
ド
リ
ン
を
も
っ
と
多
く
。
ロ
シ
ア
民
謡
が
素
晴
ら
し

い
。
次
回
を
期
待
し
ま
す
。

●
昭
治
大
学
機
京
会
束
久
留
米
地
増
女
部

役
員
会
だ
か
呵
　
　
（七
月
ま
で
は
前
号
）

８
月
１
３
日
第
六
四
回
役
員
会

・
１
３
名
出
席

第
１
１
号
の
会
報
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
定
。
今

後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
日
に
合
わ
せ
て
９
月
２
日
発
行

を
決
め
る
。
部
数
３
２
０
部
。
封
入
，
発
送
作
業

は
８
月
３
１
日
市
役
所
。
新
規
の
卒
業
生
、
市
内

へ
転
入
さ
れ
た
校
友
６
１
名

へ
地
域
支
部
か
ら
の

入
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
演
奏
会
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を

発
送
。
多
摩
支
部
関
係
で
は
総
会
の
反
省
と
し
て

会
費
が
討
議
。

９
月
１
０
日
第
六
五
回
役
員
会

。
１
４
名
出
席

義
江
支
部
長
よ
り
多
摩
支
部
の
各
地
域
支
部
よ

リ
ゴ
ル
フ
の
コ
ン
ペ
、
講
談
会
、
模
擬
店
参
加
な

ど
の
活
動
報
告
。
１
０
月
の
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

演
奏
会
に
つ
い
て
峯
岸
幹
事
よ
り
実
施
要
領
に
基

づ
き
詳
細
な
説
明
。
当
日
各
役
員
の
役
割
分
担
を

決
定
。
こ
れ
に
関
し
て
マ
ン
ド
リ
ン
Ｏ
Ｂ
会
主
催

の
９
月
１
９
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
当
支
部
よ
り
五

名
が
参
加
し
て
情
報
収
集
。
倉
田
幹
事
よ
り
名
球

会
の
親
睦
ゴ
ル
フ
会
は
１
１
月
９
日
児
玉
カ
ン
ト

リ
ー
で
開
催
予
定
。

１
０
月
１
５
日
第
六
六
回
役
員
会

・
８
名
出
席

１
０
月
２
日
に
行
わ
れ
た
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
の
会
計
報
告
が
担
当
者
よ
り
。
会
場
で
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
好
評
の
意
見
が
多
数
。

今
後
の
演
奏
会
の
開
催
に
つ
い
て

一
年
置
き
が
適

切
と
の
意
見
。
年
内
の
予
定
と
し
て
全
国
校
友
鳥

取
大
会
に
義
江
支
部
長

・
峯
岸
総
務
担
当
役
員
が

出
席
予
定
。
明
球
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

・
植
栽
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

・
小
平
地
域
支
部
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
ヘ
の
参
加
な
ど
協
議
。

１
１
月
５
日
第
六
七
会
役
員
会

・
１
０
名
出
席

来
年
の
東
久
留
米
地
域
支
部
の
総
会
は
５
月
２

１
日

（日
）
成
美
教
育
文
化
会
館

。
大
研
修
室
で

開
催
を
決
定
。
義
江
支
部
長
よ
り
多
摩
支
部
関
係

の
連
絡
事
項
。
来
年
の
総
会
は
６
月
１
８
日
に
例

年
通
り
に
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
等
。

平
成
２
８
年
度
の
当
地
域
支
部
の
年
会
費
納
入
者

は
５
日
現
在
で
５
９
名
。
秋
の
散
策
会
は
演
奏
会

の
た
め
延
期
し
て
来
年
の
３
月
２
５
日
に
明
治
大

学
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
本
社
の
見

学
会
を
正
式
決
定
す
る
。

演奏働日第一部・口翼治人輩猿歌 糸情のボレロ シエ
ルーブルの命令 カントリーロード イタリア民蓋
真揉お手をどうで カーペンターメドレー ロシア氏
謡 …貯熱の人険 第二郎 想いでの歌声 た上の弦木
竜 サーカスの口只 綜 の ,こ子像  誰 む`改郷 を想 わ
ざる 恣とい洒 ネ たよ劇場 ロン無い千島
寺い古広で ヱを走えて 彩を基いて イ也
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０
昭
奪
会
ゴ
ル
７
ョ
ン
ベ

本
枯
し

一
番
の
中
で
機
職
ｒ

離
江
女
部
長
が
臣
腑

第
十

一
回
を
迎
え
た
東
久
留
米
地
域
支

部
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

「明
球
会
」
は
平

成
二
十
八
年
十

下
月
九
日

（水
）
埼
玉
県
北

部
の
里
山
に
展
開
す
る
、
お
馴
染
の
児
玉
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
十
三
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
冬
到
来
の
木
枯
し

一
番
が
吹
き

荒
れ
る
中
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
が
、
八
十

一
歳
に
な
る
三
名
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
元
気

い
っ
ぱ
い
の
好
プ
レ
イ
を
随
所
に
発
揮
し

て
１
８
ホ
ー
ル
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ハ

ン
デ
戦
三
回
目
の
優
勝
は
東
久
留
米
地
域

支
部
長
の
義
江
さ
ん

（昭
３
９

・
商
）
が
ネ

ッ
ト
７
６
の
ス
コ
ア
ー
で
優
勝
。
い
つ
も
賞

品
提
供
の
峯
岸
さ
ん

（昭
４
６

・
院
農
）
が

準
優
勝
。
一二
位
に
小
平
か
ら
の
常
連
の
岡
本

さ
ん
（昭
３
５
・商
）
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
松
江
副
支
部
長
の
令
夫
人
も
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
平
支
部
か
ら
は
岸
川

さ
ん

（昭
４
２

・
工
）
、
深
井
さ
ん

（昭
３

５

・
商
）
。
新
座
市
よ
り
加
茂
さ
ん

（昭
３
５

ｏ

経
営
）
な
ど
隣
接
の
地
域
支
部
か
ら
四
名
の
参
加

を
得
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
コ
ン
ペ
終
了
後
の

表
彰
式
と
懇
談
を
兼
ね
た
茶
話
会
が
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ

の
三
階
で
行
わ
れ
お
互
い
の
近
況
や
ゴ
ル

フ
プ
レ
イ
の
話
題
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
小
平
地
域
女
部
主
催
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ベ

当
女
部
の
山
田
と
ん
が
隠
腑

昨
年
十

一
月
二
十
九
日
昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
小
平

。
明
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
東
久
留
米
地
域
支
部
か
ら
五
名
の
参
加
の

中
で
山
田
さ
ん

（昭
３
３
・
商
）
が
ネ
ッ
ト
７
２

・

６
で
堂
々
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

●
漁
回
の
昭
球
会
親
陸
ゴ
れ
ワ
コ
ン
ペ
勝

う
同
７
日
（本
）児
王
白
ン
ト
町
１
倶
業
部
で
開
催
。
会

員
の
皆
様
の
ご
会
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
Ａ
呵
春
す
。

申
込
先
・０
８
８
・３
８
８
０
・０
８
８
３

倉
田
書
で

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

●
巧
７
ビ
ー
昭
早
戦
の
廊
援
ｆ
ｆ

当
女
部
で
５
名
会
加

昨
年
十
二
月
四
日
・
秩
父
の
宮
ラ
ク
ビ
ー
場
で

行
わ
れ
た
百
四
戦
日
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
伝
統
の

一
戦
・
明
早
戦
を
東
久
留
米
地
域
支
部
で
は
応
援

の
仲
間
を
集
い
五
名
が
参
加
。
ま
れ
に
見
る
好
ゲ

ー
ム
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
今
年
の
明
治
の
ラ
ク

ビ
ー
は
攻
守
と
も
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

チ
ー
ム
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
し
た
が

二
点

差
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

今
年

の
新
人
は
高
校

代
表
が
数
人
程
入
郡

し
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
指
定
席
の
希
望

者
は
東
久
留
米
地
域

支
部
義
江
ま
で
。

●
櫨
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
７
活
動
に
初
会
加

束
久
留
米
駅
前
通
明
の
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー
の

植
栽
作
業
に
六
名
が
参
加
し
書
し
た

当
地
域
支
部
の
事
業
活
動
の

一
環
と
し
て
地

元
地
域
社
会

へ
の
貢
献
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十

八
年
十
二
月
四
日

（日
）
東
久
留
米
フ
ラ
ワ
ー
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
す
る
駅
前
通
り
植
栽
活
動

に
六
名
の
校
友
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は

東
久
留
米
市
役
所
の
広
場
に
市
長
を
始
め
市
の

関
係
者
や
企
業

・

地
域
サ
ー
ク
ル

・

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

各
種
の
奉
仕
団
体

の
約
２
０
０
人
が

集
合
し
９
時
よ
り

４
班
に
分
け
て
東

西
の
駅
前
通
り
の

歩
道
に
パ
ン
ジ
ー
の

花
を
手
際
よ
く
植
え

て
行
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
寒
い
季
節

に
も
か
か
わ
ら
ず
駅

前
通
り
も

一
段
と
華

や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
参
加
い
た
し
ま
す
の
で
希
望
者
は
東
久

留
米
地
域
支
部
の
担
当
幹
事
の
永
倉
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

●
漁
の
構
栽
活
動
勝
０
同
２
５
日
（日
手
基
▼

椋
烹
の
暫
と
き
の
参
加
を
占
待
う
し
春
す

日
時
　
平
成
２
９
年
６
月
２
５
日

（日
）
午
前
中

集
合
　
市
役
所
屋
外
広
場
　
午
前
８
時
３
０
分

持
物
　
軍
手

・
移
植
ご
て

・
ス
コ
ッ
プ

お
問
合
せ
ａ
４
７
１

・
１
７
７
８

（永
倉
迄
）

１
２
月
１
０
日
第
六
八
回
役
員
会

・
１
３
名
出
席

義
江
地
域
支
部
長
よ
り
多
摩
支
部
役
員
会
の
報

告

・
地
域
支
部
間
の
交
流
に
補
助
金
の
交
付
。
組

織
委
員
に
伊
藤
幹
事
長
が
就
任
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
委
員
は

川
島
広
報
担
当
。
当
地
域
支
部
の
活
動
報
告
に
つ

い
て

。
全
国
校
友
大
会
鳥
取
大
会
に
義
江

・
峯
岸

・
山
口
の
三
氏
が
出
席
。
市
内
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
６
名
参
加
。
明
球
会
ゴ
ル
フ
に
１
３
名
、

小
平
支
部
の
ゴ
ル
フ
に
５
名
参
加
。
そ
の
他
ラ
グ

ビ
ー
の
応
援
な
ど
。
ほ
か
に
地
域
会
員
の
増
強
策

を
討
議
。
明
年
の
役
員
会
の
日
程
を
確
認
。

１
月
２
１
日
第
六
九
回
役
員
会

・
１
１
名
出
席

義
江
支
部
長
よ
り
今
年
の
抱
負
と
昨
年
の
活
動

の
反
省
。
各
種
活
動
を
通
し
て
会
員
の
拡
大
を
図

る
件
。
５
月
２
１
日
開
催
の
当
地
域
支
部
の
定
時

総
会
に
つ
い
て
協
議
。
特
に
総
会
案
内
状
の
無
駄

を
な
く
す
た
め
の
配
布
リ
ス
ト
の
再
チ
エ
ッ
ク
を

伊
藤
幹
事
長
ほ
か
に
依
頼
。
総
会
案
内
の
配
布
資

料

一
式
は
２
月
の
役
員
会
に
提
出
。
春
の
散
策
会

は
３
月
２
５
日

「明
大

。
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
」

に
決
定
。
同
日
行
わ
れ
た
新
年
会
は
市
内
の
華
屋

与
兵
衛
で
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
Ｏ
Ｂ
二
名

を
ゲ
ス
ト
に
１
７
名
が
参
加
し
て
開
催
。

２
月
１
８
日
第
七
〇
回
役
員
会

・
９
名
参
加

校
友
会
本
部
よ
り
地
域
支
部
総
会
用
の
関
連
資

料
に
つ
い
て
報
告
。
多
摩
支
部
に
つ
い
て
は
特
別

に
連
絡

・
討
議
事
項
な
し
。
当
地
域
支
部
総
会
案

内
送
付
の
校
友
名
簿
が
伊
藤
幹
事
長
よ
り
提
示
。

役
員
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。
最
終
発
送
先
に
１
５

０
名
を
予
定
。
総
会
の
案
内
を
兼
ね
た
会
報
１
２

号
の
原
案
が
提
出
。
同
時
に
各
種
資
料
の
印
刷
配

布
予
定
日
も
３
月
の
役
員
会
で
決
定
。
橘
役
員
よ

り
女
子
会
の
新
企
画
に
地
元
寺
院
の
歴
史
講
話
。

当
地
域
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内
を
徹
底
。

３
月
１
１
日
第
七

一
回
役
員
会

。
１
１
名
出
席

義
江
支
部
長
よ
り
多
摩
支
部
役
員
会
の
報
告
。

当
地
域
支
部
の
５
月
の
総
会
に
つ
い
て
協
議
、
案

内
状
等

一
式
の
会
員

へ
の
送
付
は
１
８
２
名
。
４

月
８
日
に
封
入

・
局
出
し
と
す
る
。
会
報

・
事
業

報
告

・
返
信
は
が
き
の
サ
ン
プ
ル
の
検
討
。
散
策

の
会
は
３
月
２
５
日
明
大
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
ー
０

名
が
参
加
予
定
。
女
子
会
は
７
月
８
日
に
東
久
留

米
の
社
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
地
元
の
竹
内
氏
を
講

師
に
招
き
開
催
予
定
。
ゴ
ル
フ
会
は
６
月
７
日
。
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●
練
策
の
会

話
題
あ
母
僚
・中
野
手
ャ
ン
パ
ス
を
見
学

平
成

２
８
年
度

の
散

策
会
は
冬
の
寒
さ
が
残
る

３
月
２
５
日
に
八
名
が
参

加
し
て
母
校
明
治
大
学
の

４
番

目

の
キ

ャ
ン
パ

・
中
野
校
舎
を
訪
れ
ま

た
。
当
日
は
大
学
の
竹

広
報
担
当
の
案
内
で
主

な
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
開
校
に
ふ
さ
わ
し
く
教
室
や

実
験
室

。
研
究
室
な
ど
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
授

業
風
景
や
研
究
の
様
子
が
見
え
る

「開
か
れ
た

学
び
」
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
施
設

が

一
つ
の
建
物
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
充

実
し
た
学
生
生
活
が
送
れ
る
の
も
魅
力
で
す
。

高
層
階
と
低
層
階
を
つ
な
ぐ
ガ
ラ
ス
の
吹
き
抜

け
空
間
の
巨
大
な
ア
ト
リ
ウ
ム
と
三
階
直
通
の

エ
ス
カ
レ
タ
ー
。
六
階
の
研
究
室
と
教
室

エ
リ

ア
を

つ
な
ぐ
ク
ロ
ス
フ
イ
ー
ル
ド
ラ
ウ
ン
ジ
で

は
教
員

・
学
部
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

昭
和
の
時
代
に
学
生
生
活
を
送

っ
た
見
学
者
に

と
っ
て
は
隔
世
の
感
じ
を
覚
え
ま
し
た
。
中
野

キ
ャ
ン
パ
ス
は
国
際
日
本
学
部

・
総
合
数
理
学

部
が
置
か
れ
国
際
化
、
先
端
研
究
の
拠
点
と
し

て
社
会
か
ら
注
目
を
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

●
に
キ

「終
颯
か
ら
明
人
ま
で
の
及
昼
言
」

堀
内
義
重

（中
央
町
在
住
）

（昭
３
４
年

・
商
キ
）

戦
後
の
食
糧
難
の
昭
和

二
十

四
年
に
八
十
川
監
督
率
い
る
明

治
高
校
の
野
球
部
を
地
元
山
梨

の
日
川
高
校
野
球
部

の
監
督
が

招
待
し
、
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
て
の
練
習
試
合
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
試
合
を
見
学
し
た
私
の
印
象
は
試
合
内
容
よ

り
も
明
治
高
校
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
目
に
焼
き
付
い
た

の
が
中
学

一
年
の
春
だ

っ
た
。
中
学
時
代
は
野
球
に
没

頭
し
た
日
々
を
送

っ
た
が
日
川
高
に
入

っ
て
野
球
を

続
け
る
意
思
は
な
く
、
大
学

へ
進
学
と
云
う
希
望
を
胸

に
抱
い
た
も
の
だ
。

入
学
し
て
早
々
に
日
川
高
三
年

の
兄
が
急
死
し
シ

ョ
ッ
ク
も
消
え
去
ら
な
い
時
に
父
を
通
し
て
野
球
部

入
部
を
勧
誘
さ
れ
、
秋
季
よ
り
練
習
に
参
加
し
硬
式
に

も
慣
れ
て
き
た
。
さ
て
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
こ
ん
ど

は
翌
年
の
二
月
に
父
の
急
死
に
接
し
途
方
に
暮
れ
た
。

野
球
と
進
学
両
天
神
に
悩
ん
だ
末
、
野
球
部
顧
間
に
実

情
を
話
し
退
部
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
母
に
も
心
配
を

掛
け
る
事
を
避
け
た
。
で
も
進
学
希
望
は
失

っ
て
な
か

っ
た
。
希
望
校
は
明
大
と
梨
大
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
明

大
で
あ

っ
た
。
当
時
日
川
高
校
先
輩
の
出
版
社
社
長
が

創
設
し
た
奨
学
金
制
度
が
あ
り
、
主
に
東
大
，
京
大
等

の
合
格
者
向
け
で
私
に
は
縁
が
な
い
も
の
と
。
た
ま
た

ま
二
年
生
の
時
に
ク
ラ
ス
委
員
長
を
し
て
い
た
の
が

幸
い
し
ク
ラ
ス
担
任
が
私
の
家
庭
の
事
情
を
知
り
尽

く
し
て
お
り
、
ま
た
国
語
担
当
の
先
生
が
出
版
社
社
長

と
同
級
生
が
幸
い
し
て
奨
学
金
の
件
と
東
京
で
の
バ

イ
ト
の
受
け
入
れ
を
取
り
付
け
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で

奨
学
生
と
な
り
、
こ
れ
で
先
が
見
え
た
。
明
大
に
関
わ

る
出
発
点
で
あ
る
。

当
時
の
日
川
高
は
文
武
両
道
の
校
風
で

「ば
ん
か
ら
」

の
気
質
が
強
か
っ
た
。
応
援
団
は
明
大
応
援
団
の
指
導

を
受
け
て
県
内
高
校
で

一
世
を
風
靡
し
て
い
た
も
の

だ
。
校
歌
の
二
番
に
は

「質
実
剛
毅
の
魂
を
染
め
た
る

旗
を
打
ち
振
り
て
天

皇

の
勅

も
ち

勲

立
て
む
時
ぞ

今
」
で
あ
る
。

家
庭
に
お
け
る
出
来
事
と
こ
ん
な
校
風
の
中
で
の

生
活
を
経
て
、
明
治
大
学
商
学
部
に
入
学
。
同
級
生
、

多
く
の
先
生
方
に
恵
ま
れ
た
中
で
学
生
生
活
が
始
ま

っ
た
。
ゼ
ミ
を
含
め
多
く
の
学
友
と
知
り
合
い
語
り
合

い
沢
山
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
古
賀
政

男
率
い
る
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
に
感
激
し
、
秋
山

・
土

井
バ

ッ
テ
リ
ー
に
よ
る
六
大
学
野
球
優
勝
に
よ
る
神

田
界
隈
の
優
勝
パ
レ
ー
ド
に
か
加
し
た
の
も
楽
し
い

思
い
出
だ
。
終
戦
の
足
跡
が
残
る
時
代
で
は
あ
っ
た
が

学
生
生
活
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
出
版
社
社
長
の
恩

恵
と
卒
業
後
同
社

へ
入
社
さ
せ
て
い
た
だ
き
多
く
の

部
署
の
体
験
と
多
く
の
教
え
は
、
い
ま
だ
私
の
心
の
奥

に
刻
ま
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

☆

　

☆
　
☆

（催
５
ご
案
内
）

０
束
欠
四
米
胤
増
女
部
の
定
晴
構
会

５
同
２
，
日
（Ｅ
）

直
棗
教
育
文
化
会
館
蜜
岡
催

お
問
合
せ
８
０
４
２
・
４
７
３
・
５
３
１
０
義
江
ま
で

０
今
摩
女
部
の
今
年
の
需
会

６
Ｒ
Ｔ
３
日
（口
）に
開
催

東
京
都
多
摩
支
部
の
今
年
度
の
定
時
総
会
は
６
月

１
８
日

（日
）
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
事
務
局
よ
り
案
内
状
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

●
第
２
０
回
ホ
ー
▲
白
ミ
ン
グ
，
１

，
０
同
２
２
日
（日
）駿
河
合
キ
ャ
ン
パ
え

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
１
０
月
２
２
日

に
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
。
特
別
招
待
年
次
に
あ

た
る
校
友
に
は
自
宅

へ
招
待
状
が
送
ら
れ
ま
す
。

●
第
５
３
日
全
口
機
烹
沖
縄
大
会

，
‥
同
‥
３
日
（土
）沖
縄
県
で
開
償

今
年
の
全
国
校
友
大
会
は
１
１
月
１
８
日
沖
縄
県

箋
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇

場
棟
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
８
０
３

，
３
２
９
６

・
４
７
３
０

母
僚
・明
治
大
学
の
最
近
の
話
題

０
今
年
の
入
学
志
願
者

十

一
年
連
続
の
１
０
万
人
台
を
突
破

今
年
の
入
学
希
望
者
も
相
変
わ
ら
ず
明
治
人
気
を

維
持
し
１
１
万
３
千
余
人
が
受
験
。
十

一
年
連
続

の
１
０
万
人
台
と
な
り
ま
し
た
。

０

「
ス
ポ
ー
ツ
功
労
団
体
」
と
し
て

国
か
ら
本
学
が
表
彰
を
受
け
る

今
回
は
リ
オ
五
輪
で
活
躍
し
た
卓
球
の
丹
羽
選
手

の
支
援
が
評
価
の
対
象
。

●
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ

ミ
ー
春
の
講
座
受
付
中

誰
で
も
学

べ
る
生
涯
学
習
拠
点
で
す

明
治
大
学
の
生
涯
教
育

・
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー

の
春
期
講
座
を
只
今
受
付
中
。
４
０
０
を
超
え
る

多
彩
な
講
座
を
駿
河
台
を
始
め
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
。
無
料
の
オ
ー
プ
ン
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、

春
期
講
座
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
お
取
寄
せ
を
。

お
申
込
み
ａ
０
３

，
３
２
９
６

・
４
４
２
３

●
お
手
持
与
の
パ
ソ
コ
ン
・え
マ
ホ
τ

当
地
蝦
女
部
の
ホ
‥
と
ペ
ー
ジ
を
‥
・

先
ず

「明
治
大
学
校
友
会
多
摩
支
部
」
を
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
き

ま
す
の
で
地
域
支
部
の
欄
の

「東
久
留
米
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
と
最
新
の
情
報
が
閲
覧

で
き
ま
す
。

０
年
会
費
納
入
の
白
願
い

東
久
留
米
地
域
支
部
の
本
年
度
の
年
会
費
に
つ

き
ま
し
て
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
会
費
は
会
報

・
連
絡
な
ど
運
営

費
に
使
わ
れ
ま
す
。
会
費

全
一千
円
）
の
納
入
は
同

封
の
専
用
の
払
込
票
で
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
０
４
２

・
４
７
３

・
８
８
１
５

・
（江
波
）

＊

　

＊

＊

　

＊

明
治
大
学
校
友
会
東
久
留
米
地
域
支
部
会
報

第
１
２
号
平
成
二
十
九
年
４
月
５
日
発
行

発
行
責
任
者

・
義
江
邦
夫

・
編
集
川
島

。
夏
目

ａ
０
４
２

・
４
７
３

・
５
３
１
０

し ス
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